
 

長 崎 平 和 宣 言 

 

1945年８月９日、このまちに原子爆弾が投下されました。あの日から 80年を迎える今、

こんな世界になってしまうと、誰が想像したでしょうか。 

「武力には武力を」の争いを今すぐやめてください。対立と分断の悪循環で、各地で紛

争が激化しています。 

このままでは、核戦争に突き進んでしまう―。そんな人類存亡の危機が、地球で暮らす

私たち一人ひとりに、差し迫っているのです。 

 

1982年、国連本部で被爆者として初めて演説した故・山口仙二さんは、当時の惨状をこ

う語っています。 

 「私の周りには目の玉が飛び出したり 木ギレやガラスがつきささった人、首が半分切

れた赤ん坊を抱きしめ泣き狂っている若いお母さん 右にも 左にも 石ころのように

死体がころがっていました。」 

 

そして、演説の最後に、自らの傷をさらけ出しながら、世界に向けて力強く訴えました。 

「私の顔や手をよく見てください。世界の人々 そしてこれから生まれてくる子供たち

に私たち被爆者のような 核兵器による死と苦しみを 例え一人たりとも許してはなら

ないのであります。」 

「ノー・モア・ヒロシマ ノー・モア・ナガサキ  

ノー・モア・ウォー  ノー・モア・ヒバクシャ」 

この心の底からの叫びは、被爆者の思いの結晶そのものです。 

 

 証言の力で世界を動かしてきた、被爆者たちの揺るがぬ信念、そして、その行動が評価

され、昨年、日本被団協がノーベル平和賞を受賞しました。日本被団協が結成されたのは、

1956 年。心と体に深い傷を負い、差別や困窮にもがき苦しむ中、「自らを救うとともに、

私たちの体験をとおして人類の危機を救おう」という結成宣言をもって、長崎で立ち上が

りました。 

「人類は核兵器をなくすことができる」。強い希望を胸に、声を上げ続けた被爆者の姿

に、多くの市民が共感し、やがて長崎に「地球市民」という言葉が根付きました。この言

葉には、人種や国境などの垣根を越え、地球という大きな一つのまちの住民として、とも

に平和な未来を築いていこうという思いが込められています。 

この「地球市民」の視点こそ、分断された世界をつなぎ直す原動力となるのではないで

しょうか。 

 



 

地球市民である、世界中の皆さん。 

たとえ一人ひとりの力は小さくとも、それが結集すれば、未来を切り拓く大きな力にな

ります。被爆者は、行動でそう示してきました。 

はじめの一歩は、相手を知ることです。対話や交流を重ね、互いに理解し、小さな信頼

を重ねていく。これは、私たち市民社会の大きな役割です。  

私たちには、世界共通の言語ともいえるスポーツや芸術を通じて、また、発達した通信

手段を使って、地球規模で交流する機会が広がっています。 

今、長崎で、世界約 8,500 都市から成る平和首長会議の総会を開いています。市民に最

も身近な政府である自治体も絆を深め、連帯の輪を広げています。 

地球市民として、共感と信頼を積み重ね、平和をつくる力に変えていきましょう。  

 

地球市民の一員である、すべての国の指導者の皆さん。 

今年は、「戦争の惨禍を繰り返さない」という決意のもと、国連が創設されてから 80年

の節目でもあります。今こそ、その礎である国連憲章の理念に立ち返り、多国間主義や法

の支配を取り戻してください。 

来年開催される核兵器不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議は、人類の命運を左右する正念

場を迎えます。長崎を最後の被爆地とするためには、核兵器廃絶を実現する具体的な道筋

を示すことが不可欠です。先延ばしは、もはや許されません。 

 

唯一の戦争被爆国である日本政府に訴えます。 

憲法の平和の理念と非核三原則を堅持し、一日も早く核兵器禁止条約へ署名・批准して

ください。そのためにも、北東アジア非核兵器地帯構想などを通じて、核抑止に頼らない

安全保障政策への転換に向け、リーダーシップを発揮してください。 

平均年齢が 86 歳を超えた被爆者に、残された時間は多くありません。被爆者の援護の

さらなる充実と、未だ被爆者として認められていない被爆体験者の一刻も早い救済を強く

要請します。 

 

原子爆弾で亡くなられた方々とすべての戦争犠牲者に、心から哀悼の誠を捧げます。 

被爆 80 年にあたり、長崎の使命として、世界中で受け継ぐべき人類共通の遺産である

被爆の記憶を国内外に伝え続ける決意です。永遠に「長崎を最後の被爆地に」するために、 

地球市民の皆さんと手を携え、核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に力を尽くしていくこと

をここに宣言します。 

 

 2025 年（令和７年）８月９日 

長崎市長  鈴木 史朗 


